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LHDにおけるダイバータ実験 
燃料及び不純物粒子排気による周辺プラズマ制御 

↓ 
プラズマ閉じ込め改善 

ダイバータ熱・粒子負荷の軽減手法の開発 
↓ 

高加熱入力長時間放電の達成 
ヘリカル炉ダイバータ設計 

2010年度実験でヘリカルダイバータを一部改造 

 10トロイダルセクションの内、2セクションについて 
 トーラス内側ダイバータを閉構造化 

不純物パフによるダイバータ熱負荷軽減実験 

 ネオンパフ放電の実施 
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Connection length (LC) distribution in poloidal cross section	
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 ネオンパフにより放射損失は約２倍に増大。 
 電子密度は微増。蓄積エネルギーは微減。 
 温度が低下するのは主に最外殻磁気面外側。LCF

S付近では300 eV程度で大きい変化は無い。 

ネオンパフ前の値で規格化した温度分布 
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  ダイバータへの熱負荷軽減手法として、水素放電中へのネオンパフ
を試みた。 

  放射損失の増大、ダイバータ熱負荷の軽減を観測 
  ベースとなるプラズマの密度により、ネオンパフの影響が及ぶ空間
領域が異なる。 
 低密度　主プラズマ周辺まで影響が及ぶ 
 高密度　最外殻磁気面より外 

  今後の課題 
 ネオンパフ時の周辺モデリング 
 より高い放射損失割合実現の探求 

  →窒素など他の不純物パフ実験の実施 
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  主な実験磁場配位で、粒子負荷の
大きいトーラス内側ダイバータを
改造した。 
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2011年度　第15サイクル終了後 
トロイダル6セクションに排気装置
を備える閉構造ダイバータを設置 

2012年度以降 
トロイダル2セクションに排気装置を備え
る閉構造ダイバータを設置 
トロイダル2セクションのバッフル構造ダ
イバータ部に排気装置を設置 

2010年度　第14サイクル 
トロイダル2セクションにバッ
フル構造ダイバータを設置 

2012年度　第16サイクル 
閉構造ダイバータによる粒子制御実験開始 
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  統計的磁気面・残留磁気島・ラミナー層の混在する磁力線構造中での輸送 
  プラズマ輸送 

− 拡散的輸送 
− 非拡散的輸送（blob） 

  不純物輸送 
  ダイバータ熱負荷軽減 

  周辺磁気島生成による安定デタッチメント形成 
  不純物パフによる周辺温度の低下 

  粒子制御 
  粒子バランス 
  能動的な粒子制御 

− Local Island Divertor 
− ヘリカルダイバータの閉構造化 

  プラズマ・壁相互作用 
  タングステンダイバータ板 
  堆積層分析 
  ダスト挙動 
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